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⾃⼰紹介
• 平松正顕（ひらまつまさあき）

• 国⽴天⽂台チリ観測所 助教/広報主任
• 国⽴天⽂台天⽂情報センター広報室⻑

総合研究⼤学院⼤学天⽂科学専攻 助教

• 経歴
– 2008 東京⼤学⼤学院 理学系研究科 天⽂学専攻 博⼠課程 修了
– 2008-2011 台湾中央研究院天⽂及天⽂物理研究所 博⼠研究員
– 2011- 国⽴天⽂台チリ観測所 助教/広報主任
– 2014.12- 国⽴天⽂台天⽂情報センター広報室⻑
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⾃然科学研究機構国⽴天⽂台
• ビジョン：

– 宇宙の謎に挑む国⽴天⽂台

• ミッション：
– 知の地平線を拡げるため、⼤型天⽂研究施設を開発・

建設し、共同利⽤に供する
– 多様な⼤型施設を活⽤し、世界の先端研究機関として

天⽂学の発展に寄与する
– 天⽂に関する成果・情報提供を通じて、社会に資する





TMT
⽇本・アメリカ・中国・インド・カナダ

ALMA
⽇本・台湾・韓国
アメリカ・カナダ
欧州14か国、ブラジル、
チリ

Credit: Clem & Adri Bacri‐Normier (wingsforscience.com)/ESO Credit: NAOJ



国⽴天⽂台の「広報」

広報室
• プレスリリース、ウェブ、

映像、講演会

普及室
• 質問電話、台外でのイベント・

キャンペーン

ミュージアム検討室
• 三鷹キャンパス公開、観望会、

ドームシアター、歴史的資料

暦計算室
• 暦象年表・暦要項の編纂

図書室
• 図書・電⼦ジャーナル、貴重書

の保存と公開

出版室
• 国⽴天⽂台ニュース、各種

パンフレットの製作

IAU Office for Astronomy 
Outreach

教員系 4名、
技術系 6名、
契約職員 28名（含 短時間職員）
1994年に広報普及室として誕⽣。

天⽂情報センター



天⽂情報センター＋プロジェクト広報

広報専任教員のいる
プロジェクトから、
短時間職員だけの
ところまで様々。

情報センタ―と
あわせて、約50名



国⽴天⽂台のプレスリリース
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EurekAlert!

⾃然科学研究機構広報

プロジェクト広報研究者





国⽴天⽂台のプレスリース
• 年間10〜15件
• 論⽂著者とプロジェクト広報で作成

→ 広報室が監修、メディアへの投げ込み。
• 記者以外が読んでもわかる・楽しめるリリースを。

– 専⾨⽤語はできるだけ噛み砕く
– ただし記者がさらに噛み砕いて記事にできるよう、

（欧⽶機関のリリースに⽐べると）事実を多く盛り込む。
– 研究者のリアルなコメントを⼊れる
– 画像は⽣命線（観測画像がない場合はイラスト/CG）

• オンラインメディアクリッピング：Meltwater



国⽴天⽂台の英語プレスリース
• 基本的には、⽇本語→英語の翻訳
• 原則、⽇本語・英語で同時にリリース

– ⼩規模プロジェクトなど、未対応のところも⼀部。
– ハワイ観測所は所内に英語ネイティブ広報担当。
– 天⽂情報センターに英⽂エディタURAを雇⽤。

• AlphaGalileo と⽶国天⽂学会リリースサービスに投稿。
– AlphaGalileoはタイトル・概要・画像1枚＋コンタクト、

⽶国天⽂学会はタイトル・概要・コンタクト

• 効果測定？？



オンラインメディア掲載件数
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AlphaGalileoへの
投げ込み無し。



何が受けるのか？
• Nature掲載論⽂は、

AlphaGalileoでの閲覧数が多い。
• AlphaGalileo閲覧数とメディア掲載数との

相関は悪い。

• ALMA「視⼒2000」で⾒た HL Tauri
– 国際共同リリース
– 画像のインパクト

• 地球66個分の巨⼤⿊点
– ⾝近さ、おどろき
– 他のリリースに⽐べ中国語圏で⼈気


